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ヘルダーリンのオーデ形式について

石橋道大

序

へノレダ リンの使用した詩形Kは時期的vC:j:，>よその順序があb、初期オーデ、テューピングン持代

の押韻詩、後期オ デ、エレギ一、フライエ・リュトメン、疾狂期の押韻詩の順に在っている。時期

的K重なるものもあるがほほとの順序といってよい。初期オーデの時期Uてはその他の形式もいくつか

試みられているが特に目立つ形式としてオ デをとりあげ 更κテューピングン時代の押韻詩とあわ

せて後期オーデ以前の形式として考察し、 ζれが後期オーデKどのよう K移行していくのかを明らか

Kしたい。

古代ギリシア・ロ "?VL由来するオーデ形式Uてはいくつかの種類があるが、ヘルダーリンが専ら用

いた二種Uてついて簡単K説明するO は強音節(へープング)， '-/は弱音節(ゼンクング)を示す。

、町ノ 、

アスクレピーアデス詩節

一 11ー'-/ '---' 

一 11-'---' 

アノレカイオス詩節

ー'-./ 1 - '-./ '--'" 

1-'---" '-'ー
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全体としてみるとアスクレピーアデス詩節は強音が先K立つー)やー'-"'-"の形が多〈、文一・二行

自の前半・後半と四行目が各々強音で始ま D強音で終わるために硬〈力強いのに対して、アノレカイオ

ス詩節の方は弱音が先に来る) もあb強音が先Uて立つー'-"'-"もあるので変化K富み柔軟である。ア

1 ) 
スクレピーアデス詩節ではー・二行自は中央K時間的休止 11があって、 その前後の強音が衝突する

ζ とから特異左印象が生まれ力強さが倍加する。休止κよって視覚的Kは鏡K映したよう念左右対称

の部分に分れる。しかし韻律は白で見るものでは左いから耳で聴〈時Kどうであるかが問われ左けれ

ば念らない。聴覚的には詩行の中央K近づ(VCつれて )からー'-"'-"へと力強きが増して、中央の

-11ーで最高潮をむかえ、それ以後反対の仕方で減少してゆ〈。この動きをつぐるためvc(視覚的K

は鏡K映した)左右対称の二つの部分が必要と在るO ζの特色あるー・二行目は韻律的には

Asklepiadeusという名称がつけられている。三行自はー・三行目の前半の変形、四行目はー・

二行自の後半の行頭陀 )を加えたかたちの変形に念っていて、詩節内で同じよう左動きが都合三度

繰返されるととK左る。三番目がー・二番目の動きをしめて節を閉じる。一方アノレやイオス詩節には

2) 
時間的休止が左〈弱い区切bが中央付近にあるとされているだけで、 との詩節特有の柔軟さのひと

つの原因K在っている。一一・二行自の前半は)ーの穏やか左動き、後半はー'-"'-'やー)の力強い動き

に念るoとのー・二行目は alkaische Elfs ilber という名称がつけられている。三・四行

目とー・二行自の関係はアスクレピ アデス詩節の場合と同じである。三行自は静か念) が長〈続

〈。とれは四行目の急速左力強い動き "--"'-.../-'-.../'---"を効果的K出すためのいわば休息部分だが、単在

る休みでは左〈四行自のための活力が裏に蓄積された、四行目を期待させる詩行である。一・三行目

前半と同ーの律動を期待して三行自を聴くと、)ーが期待K反して長〈続〈ため陀我々はh らだちを

おPぼえる。 一・二行邑の '-"'-'を二回繰返す四行自のー'-.../'-.../-'-.../'-.../の爽快走力強さはいらだちを計算

されたよう K確実に解消する。三行白の最終音節)は四行自の第一音節ーへ飛び立つパネK走ってい

る。一般K詩行末には休止が入るのが普通で、 ζの詩節のー・三行目末にも勿論休止がある。しかし

三行自末K休止が左〈勢いよ〈四行目 K移ってゆ〈のは、元来古代ギリシアでは三・四行目か一行で

あったという事情に基く o (第二章参照)

1. 初期の詩

まず初期のオ デから、十六歳頃のアノレカイオス詩節の一節を挙げるO
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Und sturb ich erst mit grauem gebeugtem Haupt 

Nach langem Sehnen， endlich erlosst zu sein. 

Und sahe dich als Pilger nimmer， 

Stella so s巴h' ich dich enseits wieder. 

天上での恋人との再会や、仮定文が長〈続いて緊張を高める在どの点、は手本と 1まったクロプシュト

ックのオーデ(例えば、>An Fanny <・>Der Abschied くをみよ)を思い出させ

るが、韻律は、アクセントの置き方からすれば、とれK続〈テューピンゲン時代の押韻詩の硬直した

リズムよりも遥かに生き生きとした、後期オーデK接続する彼本来の柔軟左リズムの萌芽がζζUてみ

られるf)す左わち er 1 .0. s t P i 1 g e r j e n s e i t s VCとりわけ強いアクセントが置かれ
て変化を出し、テューピングン時代の押韻詩のように全てのへープングK等し〈一本調子にアクセン

3) ，>-...l.... i' /T'o.~ ~ 
トが置かれるととがない。 しかしとれらの方 アは後期オーデK直接接続するととはできず中断さ

れた。

へノレダーリンの初期オ デは真の内的衝迫左しにクロプシュトックから外形と陶酔を借bてきてい

るが、その様念オ デ形式の使用法に問題があったのである。というのは、オ デを成立させるのK

必要念のは激しい内的衝迫だからである。ドイツUてなけるオーデ成立の歴史をみる走らは、クロプシ

ーや 4) 
ュトックよタ透か以前から既に形式としてはオーァは知られていた。 形式と lては知られてい左が

ら実作がほとんど存在し授かったのは、理論としてとの形式を知るだけで左〈実際につ〈るだけの精

5) 
神酌緊張をもった詩人が居左かったからである。 それでもクロプシュトックK近い時代K入るとオ

デ成立の機運は高ま p種々の試みが左された。しかし古代の形式を再現するとはいっても詩行がド

イツ語詩的左ヤンブス(弱強格)であったb脚韻がついていたりして(古代Uては脚韻は存在し念かっ

た)古代の形式の厳格左踏襲が没されず、安易投ドイツ的模倣に終るという点、でフランス・イギリス

のオーデと同類であった。クロプシュトックは古代の律動を再現するため陀独創的左見解を打ち出し

脚韻も排したハ安易;1:ヤンプスに乗るととも脚韻の響きに頼るととも最早できず、ただ詩行のダイナ

ミック在律動だけが頼bと在るのそれを生かすKは激しい心情が必要だった。精神的高揚と感情の充

溢は脚韻左しで詩行を生きたものたらしめ、真Uて生動するリズムを作b出した。

一般Kオ デの律動は複雑でむずかしいので、熱い心情念しKは技巧Kのみとった遊びに左Pやす

い。オ デ形式の厳しい制約につきまとうそうした危険にまだ少年であったヘルダーリンのオーデも

陥っていた。韻律は割合器用に出来ているが、それが飾るべき内容が借りもので貧困左ためK共感を

呼ば左い。韻律は内容によって生きる。更に大き〈飛躍するには技巧以上の大き念精神的展開が必要

だった。その意味で、続〈テューピングン時代にトロヘーウス(強弱格)の平板念律動と脚韻のつい
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た形式!tC移ってゆ〈のは言わば分相応で意味のある ζとだったといえる。卜ロヘ ウスの律動に左め

らかに調子よく乗り脚韻の快い響きK助けられて、内奥からほとばしるものを未だ持た左い詩人Vても

一応もっともらしい詩句を簡単につ〈るととができたからである。トロへーワスは易しい律動であb、

内容に相応する ζ とができ、オーデのよう K形式負けする ζとが念い。

との期の詩の韻律は六乃至十行の節で特K八行が多〈、八行の場合は響声・黙声終止交互の脚韻が

ababcdcd，ヤンプスは少左〈て大部分がトロヘ ワスで四詩脚と五詩脚行がほぼ同数、詩節数は

五乃至十七で長いものが多い。との時期の作品は初期シラーの影響下に成立したものだが、 ζれらの

要素のい〈っかが同時にシラーのひとつの詩の中K見出されるととはまれである。形式をそっ〈タま

ねる ζとはし左かったらしい。下の引用作品の主要特徴である卜ロへーウス五詩脚八行詩節という点

だけをとってみても、一致する作品をシラ は唯のー篇も書いてい左h。シラ は詩節や詩行Kよっ

て韻律形式K色々走変化をもたせているが、ヘノレダーリンはその点を模倣せずKあくまで同じ詩行、

同じ詩節をあ〈 ζ と左〈繰返している。そのトロへーウスの単調左律動は生き生きとしたリズムをつ

〈りに〈いという欠点もある。一節を例にとる走らば、

Froh， als ko.nnt ich Scho.pfungen begl.u.ken， 

Kun， a I s h u I d i g t e n d i e Ge i s t e r m i r ， 

N a h e t， i n d e i n H e I i g t um z u b I i k e n ， 

Hocherhab'ne meine Liebe dir， 

Schon ergl~ht der wonnetrunkne Seher 

Von den Ahndungen der Herrlichkeit， 

Ha， und deinem Gotterschoose naher 

Hohnt des Siegers Fahne Grab und Zeit. 

(Hymne an die Go.ttin der Harmonie) 

単調を避けるためにトロへーウスの長さはせいぜい四詩脚が限度だといわれるが、6)ζζでは五詩

脚!tC1i:っている。先K述べたよう κトロヘ ウス互詩脚はへノレダ リンに非常K多くて、生き生きと

したリズムを生まないひとつの原因K念っている。トロヘーウスは概して単調!tC1i:.!J易い。その原因

は強弱強弱……とつづく単調さ (ζの点ではヤンプスも同じ)の他K詩脚と語脚 7) が一一致しやすい

ζとがあげられる。 ζれはドイツ語の単語の前半K強勢が来る ζ とが多いので強弱(ー，-，)というト

ロへーワスの詩脚と重1i:!J易い ζとKよる。例えばFroh， alsは重左らずNahetは重在ってい
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る。そしてとの詩Kは重在る部分が非常K多いのである。詩脚というひとつのまとま bが単語K重在

るととによって個々の単語が詩脚K くくられて孤立し、文が左めらかに流れず詩脚の存在ばかbが表

I'LEl立ちすぎるととK在る。かといって全部重投ら左いのも逆に単調1'L1iる。重在る部分とそうで1i

h部分の適宜左組み合わせの妙にリズムを形造るひとつの重要左モメントがある。また ζの作品のそ

の他の問題止しては、まず各へーブングK均等左アクセントが連続して置かれるととが多くて一本調

子に走るととが挙げられるf)更にシラーの影響から行末がコンマやプンクトで区切られている ζ と
が多〈、はっき D区切られてい念〈でもある程度のまとま bをもって行が終っていてアンジャンプマ

ン9) らしきものが全〈左いo そのために各行がきちっと切れていて流動性が奪われている。また全

ての詩行がトロへーウス五詩脚で、シラーのように各節最終行を四詩脚にしてきりっと締めく(.!J 、

散慢に流れるのを防いだり、その他シラーの工夫したいか在る ζとも利用されてい左い。その様左詩

行が延々と十七節百三十六行もの長き K亘っている ζとは我々の感覚Uては耐え難い。

以上の様左いくつかのととが原因で詩行が単調で硬直したものに在っている。とのよう左詩行がで

きたととについては、ディオティーマ体験をまだ経左い若いへjレダーリンに内的衝迫が欠けていて生

動するリズムを内から造るととができず、それを補うためK安易Kトロへーウスの調子よさと脚韻の

響きに頼ったととに最も大き左原因がある。脚韻はロマンス語からドイツ語K入ってきたもので、ロ

マンス語がドイツ語よbも遥かに弱い強勢しか持たず、また詩の律動もドイツ語のよう念強音節と弱

音節の組み合わせでは左くて音綴を数えるだけでリズムが平板K流れ易いので、これを一定間隔で区

切って周期をつぐりリズムを強化するために脚韻が発達したのである白脚韻は従ってリズムの貧弱さ

を補う、乃至は隠す機能をもつわけで、十七・八世紀頃のドイツ詩にも左めらか左ヤンプス(ヤンプ

スと卜ロへーウスはロマンス語の影響をうけて成立したので平板左ロマンス語詩行Kやや近い)と脚

10 ) 
韻Uて頼りすぎて生きたリズムの形成がややなろそかK在る傾向があった。ノヘノレダーリンの場合も脚

韻に頼タすぎていたといえる。

2. 後期オーデの出現

オーデは四行K渡って固定した律動図式を持ち、それに従って強音を配置する必要があるためにむ

ずかしい形式だといえるO 確かKォ デはドイツの詩形式の中で最も複雑念形式のひとつである。し

かしへノレダーリンのトロヘ ウス押韻詩が後期オ デへ移行してゆ〈のは単在る規制の強化念のでは

左いoalternierendll)な詩行がオ デへ移行してゆくのはクロプシュトックとその時代になける

詩句の大き左変革を意味していた。中世文学の没落ととも K強弱の組合せによる作詩法が消えて、
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フランスの影響で音綴数律K侵されていた近世詩を才一ピァツが再びドイツ語に適した強弱律に変え、

その際に詩行は alternierend なものに限るとされて以来ζの種の詩行が主流と在って、十七・

八世紀頃には alternierend で韻を踏んでさえいれば詩であるかのよう左傾向が生じてきた。

10 ) 
既製の強・弱の機械的左律動は次第に重いかせとなb生きたリズムを押し殺していった。ノ ζ うした

中でクロプシュトックはヘクサーメターやオーデの持つ強音と弱音の変化K富んだ組合せKよってド

イツの詩句を一新した。クロプシュトックの置かれていた歴史的状況とその中での彼の努力を、縮小さ

れた個人版の形で、若いヘルダーリンはトロへーウスからォ デへの詩的発展として再度辿るととに在

るわけである。 ζれを可能Kしたのがディオティ マ体験であるO 最早トロへーウスと脚韻という既

製の外的形式を借タて迫力の念い精神を盛るのでは念〈て、精神の緊張が自らリズムを生み出す。そ

れがオーデとなった。初期とは異左Dオ デはその本来の精神Uてないて、す念わち借bものまがい物

で念い精神の真の緊張と衝迫Kよって alternierend左単調さを突き破るという意味でクロプシ

ュトックの場合と同様K誕生したといえる。

とうして後期オーデの分析に入るわけだが、その前Kオーデ一般、又へノレダーリンのオーデをめぐ

る理論的諸問題Uてついて考え後期z デ理解のための前提としたい。

まず我々はとれまでKオーデに特有の生き生きとしたリズムという言い方をやや不用意に繰返して

きた。 I序Jで図式を用いて説明したよう K、確かK強音と弱音の特殊左組合せからとのことはある

程度首肯できるように思われるが、しかし表面的左韻律図式の考察の域を出てい左い。オーデに感じ

られる生動するリズムは外面酌左強・弱音の組合せのみから生成しているのであろう刀、ォ デには

生動するリズムの他にもうひとつ特徴があって、それは規則の厳しさという ζとである。 ζの二つの

一見相容れ左い特徴が何故オーデというひとつの形式に同居しうるのか。 ζれはオ デの規則の厳し

きの内容を考える ζ とK よって理解できる。オ デの規則の厳しさとは強・弱音の組合せのむずかし

さであってその他の規則のととでは左い。例えばソネァトは単純左ヤンブスだが、それ以外K全体を

四・四・三・三行の四節に分けて詩想を展開さぜるとか、脚韻は定められた形に踏むとかいった複雑

左規則があるのオ デは同ーの詩節の繰返しでよ〈、脚韻も踏む必要が左い。そうした意味でのオ

デの規則の厳しさと生動するリズムとの関係を考える場合に、韻律論以外の分野であるが、 L ・クラ

ーグスの理論が解明の鍵を与えてくれる。クラーグスによると、リズムとは生命現象であD生命の流

れであって、それ自体Kはヤンブスやト口へーウスの様念規則正しい節分は存在し左い。 ζの節分は

リズムに対じて拍子と呼ばれ、精神がつく b出した機械的で均等在、自然には存在し左い規則l左ので

ある。そして拍子という「不自然JtJ:ものはリズムの混沌とした無限の流動に対して抵抗として働き

これを遮断しようとするO 抵抗がかかると一般K生命はそれK適応して生命力を増大させる。拍子と

いう抵抗Uてよってリズムは逆K強化きれる。しかし抵抗が生命力を上まわる場合には生命は殺されて

しまう。リズムの持続価が拍子の分節価を上まわる場合K限って拍子はリズムを強化するという012)
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とすると alternierend 左詩行のー)と、アスクレピーアデスのー)、ー~'-"、ーではどちら

がよb大き君主抵抗になるかといえば後者であるO 三種の抵抗を、しかも四行K渡って色々左組合せ方

をして、それら全てを包み込むリズムといえば余程持続価の高いリズムで左ければ左ら左い。オーデ

形式の特殊なむずかしさは抵抗の強さとして作用して強いリズムを生み出す。またオーデを使いと在

すためKは詩人は特K強いリズムを所有してい左ければ左ら左い。ォーデの抵抗の強さは me-

trische Spielereiを生み易いが、生命力が横溢している場合Kはそれを突き破って強いリ

ズムを生み出す可能性がある。

次K、フィエ トノレによるとへノレダーリンの用いた三種の詩形のうちォ デは限定された個人的念

体験をうたうのがドイツ詩K:;J.:，'ける伝統であるのK対して ヱレギーはもっと大きな主題を雄大に展

開し、ヒュムネ(形式的にはフライヱ・リュトメン〕は更に個人的感情を超えて共同体の問題を扱う

という。13)ォーデのとの様左性格は形式の上からは如何なる裏付けを得られるのであろうかoオーデ

ニ :=:'.J."'iiIbfT ..J¥14) は歌 (Lied)という意味だと俗K百われる。もしオーァか歌 (Lied) 走らば、限定された個人

的老体験をうたうのKふさわしい形式だといえる。確かに Odeはギリシア語い布 Uて由来しLi ed 

という程の意味だった。しかし古代ギリシアの詩人たちは自分達の詩をゐ8甲とは呼んでbらず、後

に在って文法家たちが古代ローマのホラチウスのある形式とその模範と在ったギリシアの形式を

ぃ;と命名したにすぎ左いのであって、ホラチウスはとの形式を ca r r町ml

アの詩人達は白分7たヒちの詩をKunstliedを意味する 1μ'l"乍εA0 cと呼んで、 Li ed でも特K

I L r:::l 011 I -r" 1 _..1-_ 1_ I _ ~ 15) Volksliedの意味あいが強いャs甲と区別していたという。 従って Odeという言葉の語源から

はオ デの本質について何ら明らかに左ら左いばかりか誤解の恐れさえある。一方〆εA0 c (> 

Me 1 0 d i e )という言葉は AυρE κo cリラの(>Lyrik) という言葉と同じよう在意味で

それ以前K使われていて音楽とのつ設がbを示している。しかし古代ギリシアでは詩と音楽は一体で

叙事詩や慮IJでも音楽がついて歌われたのだから、 μeA 0 cは特K音楽との結びつきが密接だったとは

いえ音楽がつけば直ちKL i edだとするととはでき念いoまたμJA O Cの音楽K特KL i ed的性格

があったかどうかも楽譜が残存し左いために明らかではないoそれに /ε A0 cはOde以外の様々念

叙情詩の形式を含んでいる。

むしろ我々はオ デの韻律そのものに着目すべきである。古代ギリシアに由来するもうひとつの形

式で、叙事詩に用いられるへクサ メターと対照させてみよう。ヘクサ メタ の韻律は次のように

左る。縦線は詩脚の境界を示す。

'-" ( '-" ) I ー'-' (，-，) I - '-' (，-，) I ー'-' ( '-' ) - '-" '-' Iー)

六個の詩脚にほぼ等分されていて、最終二詩脚を除き)は二個又は一個のどちらでもよい。)の数の
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自由がダイナミック念変化を可能にする。しかしそれが均衡を崩すととの設いよう K、等分された詩

脚が押さえて、変化がある中にも安定した動きを出している。)の数によ Pふ〈らんだbしぼんだb

できるとの言わば融通無碍の抱擁力のある詩行はとれ一種のみを繰返して、あらゆる素材を飲み込み

長大多彩K展開する叙事詩をつくるととができる。それに対してオ デUては明確念等分が念(，--，の自

由も左い。 aI k a s c h e E I f s i I b e r '--' -'-'-'--'ー'--"--'ー)ーはゆらゆらと昇ってゆき降って

〈る、その軌跡の線の美しさに特徴がある。ヘクサ メターの)の自由は各詩脚Kふ〈らみと振幅を

与えて太い動きをつ〈るが、オーデは韻律の変化を許さず、定められた韻律を左ぞると ζ ろK細い線

のゆらめ〈動きとしてのしらべが生まれる。オーデをあえて歌と関係づけよう止する左らば、その韻

律上の根拠はととUてあるようκ思われる。

とのととは古代の形式に朔るととKよって裏付けられる。というのは古代tてはとのととはもっとは

っき bとしていたからである。古代ギリシアの韻律はドイツ語のように強音節と弱音節の組合せでは

左〈、日本語の七・五調のよう左音数律でも左〈、長音の綴と短音の綴の組合せによってできる。

を長音、)をその約半分の長ぎの短音としてへクサーメタ の一般的左形を図示すると次のよう K左

る。

-、-/、』ノ一一、-/、}ノー一、ーノ、-/一一、、ノ ー〆一一、、J 、}〆 一一一 一一 16) 

ダクテュルス(ー，-，，--，)という詩脚六イ聞から左る詩行で、 と'-''-'は時間的にほぼ等しいので'-''-'

を等価と見倣されるーで置き換える ζとが許される。 ζれをせでプと図示するO 一'-''-'は という形

をとるととが許されるわけである O 従ってとの詩行の原理は時間量であり、時間的に均等左機械的進

行が生れる。それK対して例えばアルカイオス詩節は次のように在るO

×ー'-'-11 X - '--' '-'ー) (一・二行自)

X -'-'ー×ー)ー IIxー'-"'----"-'--"'-"ー)一一 (三行目) 、、，ノ
円，

d-

×は長音又は短音を示す。三行目は古代ローマ以降三行目と四行日に分かれる傾向を示し、ドイツ

オーデでは完全に分かれた。この詩行の特徴は、二個の短音を一個の長音で置き換えるととは許され

念いが、 一個の長音と一個の短音がある程度交換可能授とと Kある。とれは詩行の如何在る性格の栢

異を生み出しているであろうか。ヘクサーメターでは長音と短音は時間量に還元され、その点から評

価されていた。オ デでは二倍とか半分とかの数量に換算されるとと左〈、長音は長音として、短音

は短音として各々異在るものとして独自に自己を主張している。各行 11印の前はヤンプスだが、後ろ

は一・二行自がGIycon巴us(XX-'-''--'-'-'ー)、三行自がHipponacteus(XX一'-"-'ー'-'--./ー
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)一一)という、詩脚に分割するととの許され念い、とれ自体まとまった、名称を持った基本的詩行

の各々第一番目の音(x )を除いたものである。詩脚K分割されず数量に還元され左い長・短音の組

合せは流れる有機的左しらべをつ〈る。ヘクサーメタ Kもしらベは存するが、それは時間量的機械

的原理の結果Kすぎ左い。しかもそれは行どとに変化する。我々がしらべと感ずるものは、例えば短

歌のような変更を許きない定型の中にある('xの長・短音の交代はしらベの微妙左変化をつ〈る。と

の長・短音交換は短歌の字余タ字足らずと類似した機能を持っている。叙情的左定型はわずかにそと

からそれるととKよって、かえって叙情性を強める。'-"'-"をーで代えるととは時間量を原理とする詩

行にとっては何でも左いととであっても、しらべを中心とする詩行にとっては'-"'-"とーは決定的に異

在るものであD置き換えは許され左い。以上はギリシアの場合であるが、他のオーデ詩人と同様ヘル

ダーリンKも大き左影響を与えた古代ロ マのホラチウスのオ デも根本的には同じである)8)

以上で明らかに左ったオ デの律動は個人的左心情の微妙左動きを表現するのにはふさわしい。しか

しフィエ トルが言うよう左 オ デの個人的左限定された体験から抜け出てよ b雄大在主題を扱う

にはオーデの律動はとまやかすぎる。ヘクサーメターの方がとの点太い大き念動きを持っている。 ζ

うしてヘクサーメターとその変形であるべンターメター(~'-./やづ ，-，，(寸 11 ~'-./ '-" ~'-"'-"~) 

の交互の梯亙しから成るエレギー形式へ、主題の大き念展開とともに移ってゆく ζ とK在る。オ デか

らエレギーへ、そしてフライヱ・リュトメンへと形式の制約が減少してゆ〈が、とれは詩の生命力の

減少を意味するのでは左い。逆に生命力の異常設増大が、生命力を増すものとしての形式を必要とし

念〈走ってゆ〈のである。拍子の力を借.!?~(とも生命のリズムそのものが詩をつ〈っている(クラ

19 ) 
ゲスKよると ζれは生命力が異常に豊か念場合K限られるという) ノかのどとき作品がフライヱ・

リュトメンである。疾狂期K入ると生命力の衰えとともK再びヤンプスの押韻詩K帰ってゆく ζ とκ

在る。ヤンフ'スや(テューピングン時代の)トロヘ ウスは抵抗の中では最も弱いので、力の左い生

命をもはげまして詩を成立させる。

3. 二つの後期才一デの分析

我々は前章でクラーグスを引用して、オーデの力強く生動するリズムは作者の激しい内的衝迫Kよ

ってのみ造b出されるととを述べた。内的衝迫そのものKついては作品以前の問題であるから、ディ

オティ マ体験と関係があるというととを指示するK止める。その代.!?V1:、後期オーデのリズムを分

析するととによD内的衝迫の存在を間接的K示しうるばかbで左〈、リズムの具体的様相を検討する

という形で、 ζの作品以前の問題を作品の問題へと発展的に解消させるととができる。以下作品を具
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体的K検討する。

SOKRATES UND ALCIBIADES 

コー Warum huldigest du， heil iger Sokrates， 

コ~ Diesem Junglinge stets? kennest du Grossers nicht? 

コ>Warum siehet mi Liebe， 

コ~ W i e a u f G-o-t t e r， d e i n A u g J a u f i h n ? 

Wer das Tiefste gedacht， liebt das Lebendigste， 

Hohe Jugend versteht， wer in die Welt geblikt 

Und es neigen die Weisen 

Oft am Ende zu Schonem s ich. 

後期オーデはKurzode と呼ばれるー乃至数詩節から成る短領歌に始まる。 ζζK見られる比較

的顕著念特徴は、構文上と韻律上の切れ目の一致であるO20) 上の作品はアスクレピーアデス詩節で、

一・二行自中央K休止の切れ目があって詩行が二分されている。との韻律上の切れ邑が同時K全てコ

ンマ又は疑問符Kよって区切られて文の切れ目 Uても在っている。三行目と四行自はー・二行目の前半

と後半の変形で、数音節が行の前後K付加されているためK一・二行自の前半と後半のよう左明確左

等分と鮮明在輪郭は在〈、やや軟かくぼやけている。三行目と四行目の聞の文の切れ目もそれに対応

している。第一節ではコンマはあるが文の切れ目では左〈、挿入句を区切るための弱いコンマにすぎ

左いので文の切れ目としては弱〈、又第二節ではアンジャンプマンに走ら左い程度のまとまりが各行

Uてあるだけで区切bは非常K弱〈なっている。 ζのよう左文と韻律の一致はKurzode ~てないては

意識的に求められたo初稿Kは工夫の跡がはっき Pと残っている021) 初稿Kは再度K渡る措辞変更

の跡が残っていて、第一節第二行は最初、 Diesem Ju叫 Ii 叫 e? k e n n t I G r .0. S s e r e s 
nicht dein Blick? とされていて文の途中に韻律上の区切bが入っている。第二節第二行

は最初、 Hohe J叫 en d e r k e n n t I n u r d e r Ge p r .u. f t e r e. VL始まり何度も改めて最
終的問初稿で、 Hohe J日 end verstehtlwer in die Welt geblickt，と在

っている。 versteht の後のコンマは初稿ではまだ欠けている。しかし werの前K韻律上の区
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tIl.!Jが来る方が、 nurの前iζ来るよりは文の切れ目とよりよく一致する。

オーデ形式の韻律構造Uてあわせて語を配置する ζ うした緊密さはリズム分析からも明らかに在る。

第一節の最初の二行を単語の境に縦線を入れて図示すると、

一'--"1 ー'--"'--"1-1 ー'--"'--"1 ー'--"'--" 

ー'--"1 ー'--"'-'1-1ー'--"'--"1 ー'--"1-

と望dJ、一行自と二行自が非常K似ているととがわかる。(一行自の最終音節は通常はーだが古代で

22) 
はと ((anceps))であって)も許された。クロプシュトックも自ら ancepsを図示している。 ノ

Sokratesの te sは語尾で、ギリシア語でも格変化する語尾であったから弱音である。)各単

語が強音十弱(弱)音K念夕、弱音で始まるよりも力強く激しい。ソクラテスよ bも二十歳若〈、一

時彼の下で学んだというアルキピアデスがソクラテスK向って発する激しい疑問が韻律Kよb形づ〈

られている。

少念くとも古代のオーデは詩脚に分解しえ念いというのが最近の古典文献学の見解であるが、現代

の我々の感覚では近代のオーデはある程度分割できるように恩われる。それを詩脚と呼んでいいのか

どうかについては ζζでは触れ念いが、一乃至三音節から成るあるまとまタがあるよう K思われる。

その原因としては、近代の詩(乃至近代音楽)が一定の拍子(例えば四拍子ー)を要求するために、例

えばアスクレピ アデス詩節の第一行は l ー'--"1 ー ~'--"I ー 1-'--""-'1 ー '-'1 ー!と区切って、縦線

にはさまれた各部が同じ時間的長さK在るととが挙げられるO 古代のオーデKは一定の拍子が左かっ

た。 23) 従ってホイスラーのよう左音楽理論を基礎とした韻律論でも、彼自身は詩脚というものの存

在を否定しているK も拘らず同じ区切担方が左されているO す左わち、 XXIX'-""-'Iー 1x'--"'--" 1 

XX 会 2̂4) またホイスラ一流の考え方をし左い韻律論でも同様の分け方がなされてhる。)

以上の理由から、オーデ詩行Uてなける詩脚のよう左まとまタを想定し、その境を細い縦線で、又語脚n
の境を太い縦線で示すと作品全体が以下の図式で表わされる。

11 -'-./ "-' 1 - 11 ー'-./ "-' l' ー"-' '-./ 11 

11 ー'-./"-' 11 - 11 -'-''--'' 11 ー"-' 11 - 11 

11 ー '--"1"-'1 ー'--" 1 I 

一.'-./ 1ー"-' . '-./ 1 - I '-./ 1ー 11
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-1'-./1 ー '-./1'-' ー 11 - 1'-./'-./ 1ー '-..-''-./11

ー'-./ l'ー '-'1'-./1 ー 11 - 1 '-./'-./ 1一 1'-' 1 - 11 

-1'-./1 ー'-./ I '-./ Iー'-./ 1 I 

自'-' J - '-' 11 - 11 

一見して気付〈 ζとは、第一節一行自第五音節後の「詩脚Jの切れ目を除いて、第一節の最初の二

行では二種の縦線が一致するととである。それに対して第二節の最初の二行では全〈一致してい;1:¥.n。

第一節陀は> Hymne an die Gottin der Harmonie くにないて見た詩脚と語脚の

一致K類似した現象がみられる。唯ひとつの例外 huldigest du も二つの単語が「詩脚」の境

界K一致していてやや分離された感じκ在るので例外であるととが割合目立た友い。詩脚と語脚(乃

至単語)の一致は既に述べたように左めらかで念〈硬いどつどつした感じを出すものであP、それが

上のヒュムネでは生夜念気負いを感じさせて、よい効果をあげてい在かった。時期的には ζのオーデ

はテュ ピングン時代のヒュムネ群に続いてつ〈られたものであるが、既に「詩脚」と語脚の一致を

逆に利用できる域K達している。第一一節ー・二行自はどの言葉も強音が先に立つととKよって若いア

ルキピアデスのきつい聞いを形造っている。それを効果的にしているのがソクラテスの答えである第

二節一・二行自にみられる対照性である。ソクラテスの答えは穏やかK響いている。その原因は「詩

脚Jと語脚のずれκある。第一節ー・二行自のように全て強音で始まるのでは左〈、弱音で始まる語

脚も多〈あるとと Kよb穏やか左響きが出ている。特VC'-./ー)の多いととが落ち着きを与えている。

左b第一節三・四行EHては明らかに転調が起っていて、一・二行自の硬さがとれて第二節に一見似て

きている。しかし韻律図式だけで左〈文の意味もあわせて考える左らば、一 二行自が激しい疑問の

感情をそのまま卒直にぶつけているのに対して、三・四行目は「詩脚」と語脚のずれdうために卒直き

が消えて何か内にともるものが現われ、ソクラテスの行為に対する疑惑の表明のどとき K在っている。

アルキピアデスとソクラテスの音調の対照性は次の様に考えても明らかである。ォーデUては韻律図

式があらかじめ定められていて、 の部分Kは強音節を、)の部分Uては弱音節を置か念ければ左ら左

い。確かに上の作品でもーの部分には語尾・冠詞等を避けて自然、左ドイツ語の強音が置かれてはいる

が、注意深〈聴〈とーの部分でも語の意味の重要性Kよって強〈読むものとあまタ強〈読ま念いもの

とがある。強〈読むものVC'を、やや弱い強音Uて、を、弱〈読む-1'ては印をつけ左いで全体を図示す

ると以下のよう陀在る。×は音節を表わす。とれによって単走る韻律の図式ではな〈て、それが言葉

として実現した際の言葉のリズムを把握する ζとができる。
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x x x x x x x x x x x x 
，、，

ラ<XXXXX xxxxxx 
， 

x x x x x x x 

x x x x x x x x 

，、、

x x x x x x x x x x x x 
，、，

XXXXXX  xxxxxx 

x x x x x x x 

x x x x x x x x 

heiliger は意味の念い修飾語では念〈、へノレダーリンの場合Uては特殊在意味を持つ言葉であ

るからアクセントが来る。 Diesem stets oft は前後関係から言ってあまタ意味が念

いo am Endeは左か念か意味深い言葉でアクセントが来るo gedacht と 1i e b t 、

26) 
versteht と geblickt は詩行の前半と後半の内容的対称性 をつぐる言葉であるからア

27) 
クセントを置くowa r umは普通はwarumだが warumでもよいといわれる。 ノ一行自の

wa r umは特K強いのでwarumを schwebende Betonungで warumと修正するのも一法

28 ) 
であろう。 ノ

上の図を見るとまず第一節では、一・二行自を前半と後半K切り、三・四行自も加えて第一節全体

が六個の部分から成るとする。アクセントは前方に集中している。とれに対して第二節では後方K集

中している。語仰の場合K似て、しかももっと拡張された領域で、第一節は強音が先K立っととによ

D硬〈て重い詩行を、第二節は弱音が先K立つととKより柔軟で重い詩行をつぐっている。また「序」

で説明したようにアスクレピーアデス詩節のひとつの特徴は最初の二行の四個の部分が各々強音で始

まP強音で終わることによる力強さにあるが、力強いと思われた第一節に真の強音が三個左のに対し

て第二節が四個。また中央の強音の衝突による力強さは第二節がひとつに対して第一節はひとつも実

現してい念い。第一節は前半Kアクセントが来るためK最初は力強いようにみえても第六音節陀アク

セントが来る ζ とができず、中央の強音の衝突が起とら左い。第二節第一行第七音節のように巧みに

ずらせばよいのだが、第一節の生硬左詩行はとの柔軟さを知ら左い。以上の考察から第一節は硬〈も

ろ〈生硬であるのに対して第二節は柔軟で強靭で巧みであるととが、そしてとれは若いアルキピアデ

スと賢者ソクラテスの対照であるととが明らかV<::~ったよう K思われる。

以上との作品で全体として言えるととは、文と韻律の切れ自の一致の上K、 「詩脚Jと語脚の一致
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やずれ、真の強音と弱音の計算された配分左どの細かい技法が駆使されてひとつひとつレンガを積み

重ねるよう左緊密念構成をみせていることである。 ζれは次K述べる、 Kurzode後の長大在オ

デのダイナミック左流動性と対照を在す。

MEIN EIGENTUM 

In seiner Ful le ruhet der Herbsttag nun， 

Ge 1 a u t e r t i s t d i e T r a u b u n d d e r H a i n i s t r 0 t h 

Vom Obst， Wenn schon der holden Bluthen 

Manche der Erde zum Danke fielen. 

Und rings im Felde， wo ich den Pfad hinaus 

Den st llen wandle， st den Zufriedenen 

1 h r Gu t g e r e i f t u n d v i e 1 d e r f r 0 h e n 

Muhe gewahret der Reichtum ihnen. 

Vom H i mme 1 b 1 i k e t z u d e n Ge s c h a f f t i g e n 

Durch ihre Baume milde das Licht herab， 

Die Freude thei lend， denn es wuchs durch 

Hande der Menschen al lein die Frucht nicht. 

Und leuchtest du， 0 Goldnes， auch mir， und wehst 

Auch du mir wieder， Luftchen， als seegnetest 

Du eine Freude mir， wie einst， und 

Irrst， wie um Glukliche， mir am Busen? 

Einst war ichs， doch wie Rosen， verganglich war 

Das fromme Leben， ach und es mahnen noch， 

Die bluhend mir gebl ieben sind， die 

Holden Gesti rne zu oft mich dessen. 
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Beglukt， wer， ruhig liebend ein frommes Weib， 

Am e i g n e n He e r d i n r u hm 1 i c h e r He i ma t h 1 e b t ， 

Es leuchtet uber vestem Boden 

Schoner dem sicheren Mann sein Himmel. 

Denn， wie die Pflanze， wurzelt auf eignem Grund 

Sie nicht， vergluht die Seele des Sterblichen. 

Der mi dem Tagesl chte nur. ein 

Armer. auf heiliger Erde wandelt. 

Zu machtig ach ihr himml ischen Hohen zieht 

1hr mich empor. be Sturmen， am heitern Tag 

Fuhl ich verzehrend euch im Busen 

Wechseln. ihr wandelnden Gotterkrafte. 

Doch heute lass mich sti 1 le den trauten Pfad 

Zum Haine gehn. dem gold巴n d i e W i p f e 1 s c hmu k t 

Sein sterbend Laub， und kranzt auch mir die 

St rne， ihr holden Erinnerungen 

U n d d a s s m i r a u c h z u r e t t e n me i n s t e r b 1 i c h He r z • 

Wie andern eine bleibende St~tte sei， 

Und heimathlos die Seele mir nicht 

Uber das Leben hinweg sich sehne， 

Se du. Gesang， mein freundlich Asyl sei du 

Beglukender mi t sorgender Liebe mir 

Gepflegt， der Garten， wo ich， wandelnd 

Unter den Bluthen， den immerjungen， 

1n sichrer Einfal t wohne， wenn draussen mir 

M i t i h r e n We 1 1 e n a 1 1 e n d i e m'a' c h t g e Z e i t 
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Die Wandelbare fern rauscht und die 

St llere Sonne mein Wirken fordert. 

Ihr seegnet gutig uber den Sterbl ichen 

Ihr Himmelskrafte! jedem sein Eigentum， 

o seegnet meines auch und dass zu 

Fruhe die Parze den Traum nicht ende. 

1 3 

後期のオ デはKurzode I'L始ま夕、やがて長大念オ デK移行する。上の長い作品ですぐに気

付くことは文と韻律の切れ目の不一致である。とれが長大念オーデI'LI>>いて段々強〈念る傾向であ b、

との作品の韻律分析の中心問題でもある。例えばWar um h u 1 d i g e s t d u， h e i 1 i g e r 

Sokrates，は韻律上の一行であるAsklepiadeus ( r序J参照)が終わるととろで文も区

切DをむかえているO とのように文と韻律が一致している場合には韻律よPも文の方が目立つのが普

通である。 ζの一行を見てわかるように、散文としても通用するくらい文は韻律K よってまげられて

ならず意味のまとま bが明確であるO との文には如何ように韻律をつけても文の方が目立つ。韻律は

文の構造に逆らわず、 ζれに順応して構造に添った形でリズムを与える。韻律は文K従属しているの

である。テューピングン時代の押韻詩は言葉が氾濫するだけで韻律的魅力に欠けているととは既K述

べた。文と韻律(トロへーウス五詩脚)の切れ目が一致し韻律は文に従属している。卜ロヘ ウス一

辺倒の単調さも、内容を主体としてそれにトロへーウスを添えているだけの感がある。 ζζK存在す

るものは主として思想であってリズムではさt¥;>0 > S 0 k r a t e s u n d A 1 c i b i a d e s くでは

韻律の魅力が格段と増した。しかし韻律は依然として構文の桂捨を抜け出てい左い。それK対して例

えばNoch freundl ichzogernd scheidet vom Auge dir (( das Jahr )) 

( (( ))内は二行目)という詩句では文の切れ目と無関係に韻律は韻律としての独立の一行

( a 1 k 'a' i s c h e E 1 f s i 1 b e r )を要求している。 ζの一行の行としてのまとま bを保証するのは

構文上のまとま bでは左〈韻律上のまとま Dであるo文は行末で切断されるととによ b意味が不明確

に左b、それだけ韻律の独自の力が強〈在っている。>Sokrates und Alcibiades く

と異念タ韻律は最早文K従属し左い。しかし、では切れ切れKなった文は韻律K従寓しているのかと

言うと必ずしもそうとは言え左い。(文が韻律Uてか左 D従属するとともあるが、それについては後述

する)韻律は文Uてないて初めて存在するのであるから、独立した韻律が文にとって如何念る意味・機

能を有するのかがまずは問われ左ければ左ら左い。確かに一行の終JHて文末を置か念い限bで韻律は

独立を確保している。しかし韻律の独立は文と全〈無関係の次元での出来事では左い。韻律と文は互
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いV亡連関念くばらばらに動くのでは左い。詩は韻律と文の二元から成るのでは左〈、韻律は文の中K

実現するO 歌曲の音楽は文の外K存在できるが、詩の韻律Uてはζれはでき左い。音楽と異f.dl韻律は

言葉念しには存在しえ左いのである。例えば先程の一行が di rで切れるととは韻律の側からみれば

alkaische Elfsilberの独立を意味するが、単Uてそれだけでは左〈その文にとっての意味

を問えば、つまり文の側からみる左らばとれが文に特殊左表現力を付与していることがわかる。 di r 

とdas Jahr がつ左がって一行に左るよりも分断される方が特殊念力強さが生まれるのである。

例えば次の例からとの効果が理解できる。

HALFTE DES LEBENS 

Mit gelben Birnen hanget 

Und voll mit wi lden Rosen 
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Weh mir， wo nehm' ch， wenn 

Es Winter ist， die Blumen， und wo 

Den Sonnenschein， 

Und Schatten der Erde? 

Die Mauern stehn 

Sprachlos und kalt， im Winde 

Klirren die Fahnen. 

行末と文末が一致し念い第二節はどのように朗読したらよいのだろうか。行末K休止を置〈のか、

それとも次の様K文の構造K従って区切って、そとに休止を置〈ベき念のか。
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Weh mir， 

Wo n e hm i c h， we n n e s Wi n t e r i s t， d i e B 1 ume n ， 

Und wo den Sonnenschein， 

Und Schatten der Erde ? 

Die Mauern stehn 

Sprachlos und kalt， 

ImWinde Klirren die Fahnen. 

同じ七行だが両者の相異はどとにあるのか。もし書き換えのように朗読する走らば散文を読むかの

ように念 P、原作の行構成は何の意味も*¥r>ζ とに在る。原作の行の切b方Uては如何在る効果がある

のか。原作の行構成を朗読の際に聴き分けるためには文末では左〈行末Uて休止を置か左ければ念ら左

い。詩の一行は聴覚的Uてそれと聴き分けられるべき授のである。とれUてよって、書き換えでは無視さ

れていた各行の韻律的独立が保証される。また行末で声を落さず、声調も変えて、そとが韻律上の区

切bではあっても文の区切Pでは左いことが示される。とうして韻律の独立と並んで文の意味のまと

まbの独立にも配慮が払われるのである。しかしそうすると文よりも韻律のまと主.!JVc:重点が偏して

いるよう K恩われて〈るが にも拘らず何故行末に休止を置〈ととでよいのであろう。行末の時間的

休止Kは二つの意味があるよう K思う。第-~亡、単純左時間的休止は韻律上の行のまとま b をつ〈る

というとと。第二U亡、時間的休止は韻律を区切っても意味を完全に切断するととは念いとh うとと。

一行自の行末で文が未完のまま中断されても我々の精神的緊張と関心が未完の文を留保した安全二行

白へかか夕、両行の間際の橋渡しをする。意味は精神的緊張によ bつ念ぎあわされる。しかし反対に

文のまとま bを単位として読んだ場合は行末では左〈文末K休止が入るが とう念ると精神的緊張が

韻律をつ左ぎあわせるととはできず、散文K解体する。意味はしかも単につ左ぎ合わされて元にもど

るのでは念い。それでは介断の意味がな〈左ってしまう。つ左ぎあわされるとと Vてよって文は特殊念

表現力を獲得する。>HaI fte des Lebens くの第二節では wenn と und woの切

P方が意外在印象を与え、それに続く Es Winter ist と Den Sonnenschein ととも

K非常K自立ち我々の心を緊張させるo im Winde と KIirren die Fahne も同じ。し

かし注意しをければ走ら念いのは、目立つといってもある言葉の意味がぽつんと目立つのでは左〈て

(単にそれだけ走らば書き換えの詩の中のwenn や wo左どを斜字体にすれば済む〉強h リズム的

表現力を獲得して浮き上がるととである。韻律上の一行の終Dの部分に文の最初(例えばwen n )が

来ることによる対立と緊張Kよって、 wen n VCは特殊なリズム的表現力が与えられるowenn(も

し)と un d wo (そしてどζVて)に表出される不安は書き換えでは全〈目立たず文の中K埋没して
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表現力を失っている。最後の行も書き換えの様K一行K続けると風と風見の音の二つが並

列されて我々の注意力は分散し、平凡な情景描写に終ってしまう。原作のよう K分けると、

まず風が、次に風見の音がそのものとして眼前K現出するかのような鎖覚Kとらわれる程

の迫真力を持って〈る。第二節のとうした表現力と緊張は静かな第一節と対照を念してい

る。第一節は行末と文末(乃至は文の区切り)がよく一致していて、内容も静か左情景である。

とれK対して第二節は心情が激しく揺れ動き不安が表出される。行末は文末K一致せず特殊左緊張が

生ずる。とれは行末と文末の不一致のもたらす効果の一例である。

しかし全〈異在る効果を持っとともある。次の二つの例の文末と行末の不一致(す左わちとれが

「アンジャンプマン」念のでるるが)は一見似ているようで、実は全〈異在る効果を持っている。

Du goldner Quel 1 aus hei ligem Kelch und du， 

Du gruner Boden， friedliche Wieg' und du， 

Haus meiner Vater und ihr Lieben， 

Die mir begegneten einst， 0 nahet， 

( D e r b 1 i n d e S~a~ n g e r ) 

So mi den Himml schen a 11 e i n zu seyn， und 

Geht voruber das Licht， und Strom und Wind， und 

Zeit eilt hin zum Ort， vor ihnen ein stetes 

Auge zu haben， 

CUnter den Alpen gesungen) 

最初の例の一行目から二行目へかけてと、二行目から三行日へかけてのアンジャンフ・マンの効果は

> Ha 1 fte des Lebens く と同様である。後の例(サッポー詩節)の一行白から二行Bへ

かけてと、二行白から三行自へかけては最初の例と類似しているように見え念がら、実は語が浮き上

って緊張が生じるのでは左〈、全〈逆Uて行末から次の行頭へと左めらかにリズミカノレ陀滑走してゆ〈。

この作品のほとんどの節にとの種のアンジャンプマンは見られる。相異の原因は、文体と切れ目位置

の複雑念組合せKあると思われる。左台、アンジャンフ・マンの念めらかさは流麗念情景を表わすとと

もあれば、不安~駆 D たてられたせわしさを表現する ζ ともあ b 、その効果は個々の作品Uてないてそ
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のつど考察されねば念ら左い。

以上を踏まえて、>Mein Eigentum < VC j;~ける文と韻律の一致乃至ずれを図式化すると

以下のどと (VC在る。前者の意味でのアンジャンフ・7 ンの効果が感じられる行を太線で、後者のを細

線でつ左いだ。またζの作品の形式であるアノレカイオス詩節Kは一・二行自の中央付近K韻律上の区

切bがあると考え、 29) それを細い縦線で、また文の切れ目を太い縦線で示した (ζの区切bの効果

については説明の願序の都合上図式の後で述べるが、一言でいえば、細線のアンジャンプマン陀類似

している)。とのこ点から文と韻律の一致とずれを見ていとうと思う。
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各節を考察する前Uて、全体Uて渡る特徴として指摘し左ければ左ら左いのは、三行目沙諸ら四行自へか

けてのアンジャンブマンである。全十三節中実陀十一節にみられ、しかも全て細線で結ぼれている。

ζれには特繰在理由がある。 i序jで説明したように三行目末だけKは時間的休止が念〈、四行自に

すぐに移ってゆく。従って文の流れを停滞させてある語を目立たせる効果は他の行よ pも小さい。第

三・四・七・九・十二節では、冠詞や und . durch 11:ど、次の語と密接友関係にある語で三行

目が終わD、しかもそれらの語の前がコンマで区切られているとともしばしばであるから、 ζれらの

語は構文上本来属すべき四行目 K向つてはずむよう K飛び出す。 i序Jで説明したアノレカイオス詩節

第三行の韻律的特殊性、す念わち行末に休止が念いとと、第四行に方向づけられた詩行である ζ と、
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がとれを助ける。 ζのアンジャンブマンはアノレカイオス詩節の韻律構成から自然、に出てくる要請左の

であるO それ故に、他Kアンジャンプマンや区切Dの移動が左〈、叉そういうものが必ずしも必要左い

と思われる節Uてないても、ととにだけは形式上の理由からアンジャンフeマンのある場合がまれで念い

(第三・十三節をみよ)0 先K述べたようK韻律は文の外Kは存在でき左い。文の中Kしか存在でき

左いから、韻律のあ D方は必ず文と表裏の関係にあるO しかし韻律は文とは無関係に存在しえ左いと

はいっても、必ずしも文の構造K従属し左ければならないというのではない。その例を我々は

> H.a. 1 f t e d e s L e b e n s < で見た。しかるKそれ以上K韻律は文から離れるとともできる

のである。文が韻律K及ぼす力よ bも韻律が文K及ぼす力の方が大き〈在る。文の中途で行末をむか

えるのは、ある語を強調するため(つまり文の側K立って)知的K意図されたのでは左〈、文の構造

や意味の如何十て拘らず、韻律の流れKそって区切られたのである。その場合も勿論、文は全〈否定さ

れたのでは左〈、構文的には弱まったが韻律的に、つま bある意味でmusikal sch poe-

tischf'C強化されたとは言える。なな、三行白から四行目へかけて以外の細線のアンジャンプマン

には韻律構成上の必然性がないので、意図された表現効果を中心K考えなければなら念い(勿論三行

目から四行自へかけての場合も表現効果は問題になる)。

ととろで、三から四行目への特殊なアンジャンブマンに関連して述べてなか左ければなら左いのは、

一・二行日中央付近の区切Dの持つ効果Uてついてである。一・二行目前半から後半へかけての区切b

は、前半の拡張である三行目と後半の拡張である四行自との聞の境K対応するO 従って文構造がとの

区切りをまたぐ場合は、韻律史的Uてみて三から四行目へのアンジャンプマンの平行現象であ])(注30

参照)、又またぐ必然性は三から四行目へのアンジャンブマンと異;1:])形式自体からは導き出せ左い

から、効果は(厳密には三から四行邑へかけて以外の)細線のアンジャンフ・7 ンと同種である。

以下、各節を検討する。左bとの検討は、作品全体の大き左流れを烏撤するKとどめた。それ以上

の細か念検討には、文と韻律の一致とずれの外にあらゆる要素が考慮され左ければ左ら左いからであ

る。第一節、一行目の区切bは明確では左いが語のまとま bから見て定位置といえる。二行自の区切

りは最初の三節中唯ひとつ定位置からそれで、リズミカノレ在動きを与えている。それに加えて二つの

アンジャンブマンが穏やか念秋の自の流れを形造っているO 第二節、区切bが定位置で穏やかだが、

太線のアンジャンフ'?ンがさざ波を立てる。形容詞 (den stillen)が名詞 (den Pfad)の

後Uて分離されるのは、冠詞と名詞の間K埋まって表現のボノレテージが下がるととを回避するためであ

夕、31)韻律的Kden stillen が浮き上がるとh うζとは文体論的Uても裏付けられるo第三節、

区切Dは定位置、唯ひとつのアンジャンブマンが穏やかま動きをつくっている。以上三節の特徴は、

区切bが定位置であるととと細線の左めらか念アンジャンプマンが多いととから、落ち着いた平穏念

秋の日の果樹園の風景K在っている ζとであるO とζろが第四節K入ると突然二つの激しい太線のア

ンジャンブマンが現われ、区切bは乱れて、言葉は揺れて流れるo und wehst / Auch du， 
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a 1 s s e g n e t e s t / Duと動詞と呼びかけの代名詞が連続して浮き出て強調される。との激し

い揺れ動きは、文が細か〈切れ、 duへの激しい呼びかけと、呼びかけの対象Goldnes ・Luf t-

chen の挿入等の文体的特徴とも一致する。 第一・二・三節と第四節の対照は>Hal fte 

des Lebens くの第一節と第二節の対照と同じ情造で、穏やか在外界の風景から一転して内面

の不安K目を向けるととから起ζ る。第五節は区切タの移動と最初のアンジャンフ~ンのためK、不

安に追いかけられたせわしさが残るが、前節よPは静かに念ってきている。第六節、最初の三節とは

逆Uて、区切bはずれているがアンジャンプマンが左〈、類似した意味でやはb落ち着いて、リズミカ

ルに流れる静か念節である。疾狂期K書かれた季節の詩にどとと左〈似た穏やか左イメージが一瞬の

問夢のようκうかひ守あがる。第七節は再び太線のアンジャンプマンが現われ、区切タがずれて不安の

表白と在る。最初のアンジャンプマンの Sie nichtは文体的に主語の後置である ζ とと、後ろに

来る名詞をもう一度代名詞で予め繰返したものであるととで重みがある。第八節はにわかに天上的力

K向って呼びかける節で、 zi e h tは倒置であるとと、叉 Ihr mich empor が ihr himm-

1 i s c h e n Ho h e n VC連続して強い呼びかけとして置かれている ζ とで、激しいアンジャ

ンプマンK在っている。第九節に来て我々は少し迷う O 静か左森の小道を散策する内容からして第一・

二・三・六節のよう念動きが期待されたが、実際Uては穏やか左韻律とは言え左い。一行自の区切bが

定位置であると考えるととが不可能では念い他は、アンジャンプマンが各行Uてあb、二番目は激しい

主語後置のアンジャンフ.マンである。九節目の揺れ動きは、第八節のリズムがをさまらずに流れ込ん

で来たと考えられる。リズムの独立した力がアンジャンプマンとは別の意味で ζとに現われているO

36 ) 
リズム的Strophensprungとでも言うべきであろうか(S t r 0 p h e n s p r u n g vU) はまずは

構文上の問題である)。第十節K至ってようや〈余波はbさまる。区切タは前K移動してリズミカノレ

在性格を与えてはいるが、激しいアンジャンフ・マンは念〈、どっしりとした希望の表明に在っている。

しかし sehneで文が切れずに第十一節に続いてゆ〈ととには注意を払わ左ければ走ら左い。 ζれは

Strophensprung である。第十節は一行毎K感情が高まってゆ〈が、アンジャンフ~ンが左い

ととからわかる様k亡、爆発はせず押えられたままである。力は蓄積し、第十節内に収まる ζとができ

左いために、文も終わるととができずK次節へ流れ出す。蓄えられたものは第十一節で一気に吹き出

す。との節は第四節と並ぶ最も激しい節で、二つの太線のアンジャンフ 7 ンがある。 ζの節の文はや

はり収まり切れずK次節 In sichr巴r Einfalt wohne まで流れ込むが、同じ

Strophensprungでも効果は前節のものと相異している。前節のものは太線のアンジャン 7'7

ンと、との節のものは細線のアンジャンプマンと効果の点で似ているO 十節目から十一節目へは、ょ

b激しい表現を目差してゆ〈緊張があるが、十一節目から十二節目へは文がリズミカノレ陀流れて沈静

化してゆ<0In sichrer Einfalt wohneまで押し寄せた波は、 wohne VC直接接続す

る wenn 以下ダクテュノレスに乗って一転して急速VC(-'-'J~) 落下し、各行細線のアンジャンプ
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マンのなめらか念動きに助けられて、切れ自のない文は潮が引けるように一気~fordert まで至

る。 ζの Strophensprungとの対照で効果的念のが最終節のどっし bとした構成である。区切

Dは定位置、細線のアンジャンフ・マンがひとつだけの穏やかな節であ夕、最初の三節の繕成Vてもどっ

て作品を閉じる。

在主?、区切Dとアンジャンプマン以外の点でひとつ付け加えてな (0第四・十一節はコンマで細か

〈区切られて、 ζの作品の中でも最も激しい表現~f.l っているが、コンマどとに区切ってみると以下

のように念る。

J'--" ー'--" J '--" - J '--" 

4 
、、，〆 J~ ー J'---'

一 J~ '---'J ー

-J'---' ー J'--"

I 1 

J'---' '--"J ー '---'J ー

~J'---' 

弱音節Uて始まる部分が圧倒的に多い ζ とがわかる。第四節は十三個中十個、第十一節は十二個中九

{因。アノレカイオス詩節は弱音節二十三個κ対して強音節十八個という比率にもよるが、それを割引き

しても弱音節で始まる部分が異常に多い。激烈念表現は強音を先に立てる方が一見効果的と思われる

が、テュービングン時代のトロへーウス詩K見たように必ずしもそうでは左い。> Sokrates 

und Alcibiades くでは弱音κ始まるまとまりが如何に強靭なリズムを生むかを考察した。

> Mein Eigentum く では強弱音のアノレキピアデス的左激しい輿奮までが全て弱音に始まる

形UてされてIo'.!? 、との形は徹底化されて定着したととがわかる。後期のフライエ・リュトメンのほと

32 ) 
んどの行は弱音節に始まるが、 ノその傾向は既~> Me i n E i g e n t umくにも充分みられる。

弱音で始まって、後方にアクセントが傾〈というのは力が充実した時のへノレダ リンの根本的左リズ

ムであるらしい。そして、厳しいオ デ形式と弱音で始まるととの共通点は抑制Kある。テューピン

グン時代の力まかせのトロへーウスと異左b、力は抑制の中κ生じる。念会アノレカイオス詩節は弱音
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で始まる行が多いととが、弱音で始まる部分をふやす原因でもある。それ故、力が高まるにつれてア

スクレピ アデス詩節(各部が強音で始まる)よ bもアルカイオス詩節の使用が頻繁ttL1i:ってゆ〈わ

けである。

以上、後期の長いオーデのひとつを分析したが、区切 Dの移動・アンジャンプマン・

Strophensprungの駆使によってオーデの厳しい韻律形式が自由K操られている ζ とが明らか

に在った。形式負けして厳しい規員Ij~てひきすられmetrische Spielerei ttL陥るのでは念〈、

厳しい規則jを楽々と越えて豊か念表現力が引き出されていゐ韻律の自在左駆使に至ってい左いという

点でKurzode ~てはやは b 習作的性格があるといえる F 長い才 デの文と韻律がずれて行末が文末

になら設いという ζ とは、行末、す1i:わち詩句の切れ目(=詩的思考の切れ目)が論理的思考だけで

は左〈リズムも加わって決定きれていることを示している。リズムが論理的思考を切断するとともあ

るととは既Uてみた。へノレダーリンの詩ttLj:，>ける思考Uては生命のリズムが深〈関わっているわけである。

後期ヒュムネ(形式はフライヱ・リュトメン)でとのととは益々顕著に在る。フライエ・リュトメン

は創始者クロプシュトック以来グーテ・ハイネ等を通じて、意味上の最小単位であるコ ロン
33) 

行を区切る、つま D文の区切bがす左わち行末であるとと 叉自然の強勢がそのまま韻律上のへ プ

ングttL1i:ると ζろに特色があった。しかしヘルダ リンの場合はアンジャンフーマンが多用され、文韻

律上の要請Kよって自然の強勢がまげられる(下の gIucklich ・ Ieichtgebaueten' 

unschuldigの例をみよ〉左ど韻律が文K及ぼす影響が増大している。更に Strophensprung

が頻繁K起って節から節への移行がリズムによるものにさtる。しかし生命のリズムが詩的思考のまと

ま夕、つま D詩行や詩節のまとま bを決定するとはいっても、それは規制の欠如から生じたのでは左

い。むしろ逆に規制から強い生命リズムが生まれるのである。既Kオ デというものが厳しい制約を

課す形式である。制約から生じた強いリズムはオーデ形式の中で充分に力を得た後、外形的にはより

ゆるい形式であるエレギーに、そして更Vてゆるいフライヱ・リュトメンへと移ってゆ<0 力の充実が

ゆるい形式への移行を可能Kした(テーマの拡大が移行を促したこともある)。ただしへノレダ リン

のフライエ・リュトメンには外形的制約が若干ぁp、それが力を強めているO 最も顕著左のは各行が

弱音節で始まるととであるO 行頭K強勢を置くべき語が来ることもあるが、その場合には

28) 
schwebende Betonung で修正してかえって力強きが出ているO 形式は力強きを倍加さ

せている。例えば、 G1 'u' c k 1 i c h g e b 0 r e n w i e j e n e r ( De r Rh e i n )叉 Auf

Ieichtgebaueten Brucken. や So gib unschuldig Wasser， (Patmos) 

のように eを余計K加えたb形容詞語尾を省いたbして意図酌にある律動をつ〈るとともしばしばあ

る。

しかし概して外的形式はゆる〈在るO 注目すべきはそれに並行して内的形式が強化されるととであ

るo トリア デ 34)の節構成は強・弱音念どの韻律的観点からは理解でき左いある内的形式による。
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韻律上本来節分けする必要の左いヱレギ やフライエ・リュトメンが一定数行の節K分けられている

のは何らかの形式が内在するからであろう O ほほ同年に発表ぎれたノヴァーリスのフライエ・リュト

メンがクロプシュトックやゲ テKはある程度不規則にみられた詩節を完全K解体しているととと比

べれば、ヘノレダーリンのそれには逆K法則化が現われている O 外的形式が力を増し助けてぐれるもの

左らば、内的法則は更に大き念力を必要去し、またそれを引き出す。韻律論を大きく逸脱する ζの問

題は/J、論の扱うと ζろでは左いが、一般的に言ってへノレダーリンは依るべき厳しい形式や法則を常陀

課す ζ とKよって自己を鍛えていった。その手本と在ったのは古代ギリシアの文学である。古代ギリ

シアの文学は >ge s e t z 1 i c h e r Ka 1 k u 1 < ttcよって構成ぎれてなり、訓練や職人的念ものK

よってそれは教え学ばれうるのだと h う0>gesetzlicher Kalkul くは韻律・素材・構

成等々あらゆる面K現われるが、韻律ひとつを取ってみてもドイツ詩にむけるよりも遥かに複雑念規

則が定められているO ヒツダロス左どの複雑念韻律は再生しえ左いと悟「たへノレダーリンは再生を放

棄し、35)トリアーデの強化によって法則性をとbもどしているO オーデVてもトリアーデはみられると

する説(Ryan)34) もあるが、本稿ではその問題Uては立ち入らず、まずはオーデの外面的韻律構成

から出発し、韻律図式自体としても、又それが言葉として実現する際のリズムとしても徴密K効果が

計算された構成 (ζれも gesetzlicher Kalkul である)の厳しきの中に糸口を掴んだ後期

へlレダーリンの詩的発展の第一段階を考察した。

テキストは、 Grosse Stuttgarter Ausgabe， 1. Bd. 1. Teil (1946)， 

1. Bd. 2. T e i 1 (1 94 7 )， 2. B d. 1. H'a' 1 f t e (1 95 1 )， 2. B d. 2. 

Halfte (1951) を用いた。

注

1 ) ホイスラ 流の考え方によるととの時間的休止は存在せず、第六音節を二倍K延ばして均衡

をとゐ。しかし明瞭左区切Pは依然、として感じられるO
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X XIX '--" 1-I X '-'Ix Xlx ^ 
(X=J，'-'二j，-= d' ^ = fの長さ)

ホイスラ一理論の要約でもある下記の書の明快な図式を借用した。

Otto Paul Ingeborg Glier Deutsche Metrik. Hueber， 

Munchen， 1974， S. 157. 

2) との中央付近の弱い区切bは古代ギリシアUては念かったが、古代ローマに会いてホラチウス

念どがギリシアではもともと一行だった現在の三・四行目を、三行目と四行自の二行に分解す

る傾向をみせ始め.同時K一一・二行目 tてもある種の区切J!l(単語がそζで終わら左ければ左ら

念い)が入って二つの部分に分かれ、その前半が三行目K、後半が四行ElVC対応するようK念

った。 Vgl. 注 29 ) 

3 ) D i e t r i c h S e c k e I Ho I d e r I i n s S p r a c h r h y t hm u s. M a y e r & 

Muller， Leipzig， 1937， S. 190f. 

4 ) オーピッツの紹介Kよって、多〈の詩人がオ デ形式を知っていた。

Martin Opitz Buch von der Deutschen Poeterey. Reclam 

Universal - Bibliothek， Stuttgart， 1970， S. 91. 

5 ) Ge r h a r d S t 0 r z D e r Ve r s i n d e r n e u e r e n d e u t s c h e n 

Dichtung. Reclam Universal - Bibliothek， Stuttgart， 

1970， S. 219. 

6 ) Ge r h a r d S t 0 r z i b i d. S. 7 5 . 

7) 詩脚 (Fuss. Versfuss) というのは律動の尺度で、ヤンプス(弱強格)・トロへ

ウス(強弱格)・アナベ スト(弱弱強格)・タクテユノレス(強弱弱格)等がある。語脚

(Wo r t f u s s )とは、切P離せ左いひとまとま pのできるだけ小さい単語群で、カイザ の

33 ) 
言うコ ロン ノよりも小さい。一単語又はー単語とそれに付加される一音節程度の

Proklitika (前僑辞〉又は Enkl tika(後僑辞)から成るO 語脚は単語と一致する

ζ とが多いが、朗読の際Uては単語どと K区切って読むよ Dは語脚単位K区切るのが自然だから、

単語とよ bも語脚と詩脚の関係をみる方が実際のリズムを択え易い。詩脚との関係を考える場

合K便利左概念。

Vgl. Fritz Schlawe Neudeutsche Metrik. Sammlung 

Metzler， Stuttgart， 1972， S. 48. 

8) Dietrich Seckel ibid. S. 105. 
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9 ) アンジャンフ・7 ン (Enjambemen t )は Zeilensprungともいい、詩行末で文が切れ

ずUて次行Uてつ左がってゆく現象をいう。実際にはどちらとも判定できかねる中間段階が無数に

あるわけだが、行の終Pがコンマやプンクトではっきタ切れてい念〈てもある程度のまとまタ

があればアンジャンブマンとは呼ばず、構文上強い結びつきをもっ部分が一行自末と二行目始

めに分断されるのに限ってζ う呼ぶのがよいと F. Schlaweは言う。例えば冠詞と名詞、

形容詞と名詞、名詞とその後ろからかかるこ格の名詞等々の分断がアンジャンプマンに在る。

Vgl. Fritz Schlawe ibid. S. 24. 

10) Andreas Heusler Deutsche Versgeschichte. Walter de 

Gruyter， Berlin， 1956， Bd. 3， S. 64ff. 

11) alternierendというのは強音と弱音が交互K来る ζ 止、つまタヤンフ.スとトロヘ ウ

スを意味する。

1 2 ) ル トグィヒ・クラーグス「リズムの本質」杉浦実訳みすず書房 1977 . 

13) Karl Vi~tor Geschichte der deutschen Ode. Olms， 

Hildesheim， 1961， S. 162. 

14) Od eはLi e dの他VLGe s a n g とドイツ語訳される ζ ともある。詩と音楽が一休だった古

代ギリシアの演奏形式からみると、オーデはキタラ(リラの一種)と呼ばれる細い音色の竪琴

を伴奏とする独吟歌であったから叙情的左小規模左歌であ.!JL i ed と訳す方がよい。韻律も

比較的素朴だった。 Ges a n g という言葉は、ヘノレダーリンの後期ヒュムネが>Die 

va t e r 1 a n d i s c h e n Ge s a n g e < の名の下K 一括されているととからも察せられる

よう K雄大左うたをも含むニュアンスがある。事実ζのヒュムネの手本であるピンタ・ロスの作

品は、太い音色をもっ縦笛を伴奏とする壮大在合唱歌だった。韻律も複雑華麗。

とζろでパイスナーは Lied(Liedという言葉は多義的だが、ととでは

Volksl iedstropheと解してよい)と Odeの差異を指摘し、自然在感情の流露が

L i ed であるのに対して_IJ的 Spannung VL Odeの特徴があるという。しかし本稿はエ

レギーやフライエ・リュトメンとオーデの差異を問題にしているのであるから、むしろそれら

の詩形にも共通念 SpannungVLは触れ左い。 Spannung については第三章で

Enjambement *どとの関連で述べる。

Vgl. Friedrich Beissner Ho-lderl in， Reden und Aufs-a-tze. 

S. 1 1 1 f . 

1 5 ) Ka r 1 V i 'e' t 0 r i b i d. S. 6. 

16) Bruno Snell Griechische Metrik. Vandenhoek & Ruprecht， 

Go t t i n g e n， 1 96 2， S. 1 0 • 
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17) Bruno Snell ibid. S. 36. 

18) V g 1. Ha 1 p 0 r n ・Ostwald Lateinische Metrik. Vandenhoek 

& R u p r e c h t， Go t t i n g e n， 1 9 6 2， S. 4 4 . 

19) L. クラーグス 前掲書

20 ) Wo 1 f g a n g B i n d e r Ho I d e r 1 i n s Od e n s t r 0 p h e. 1 n Ub e r 

Holderlin， 1nsel， Frankfurt am Main， 1970， S. 15. 

2 1 ) Ho" 1 d e r 1 i n， G r 0 s s e S t u t t g a r t e r A u s g a b e， 1. B d. 2. Ha 1 f t e ， 

S. 575. 
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式自体から導き出される可能性のひとつであるといえる。 Vgl. Friedrich 
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Huber， Frauenfeld， 1964， S. 47. 

それに対して、一・二行自の前半が三行自に、後半が四行自に対応して似た動きが三度繰返

される構成をとる古代ローマの区切り方K従う説もある。 Vgl. Gerhard Storz 

ibid. S. 183. Walter Hof Holderlins Stil als Ausdruck 

seiner geistigen Wel t. Westkultur， Anton Hain， 1954， 

S. 1 1 6 . 

本稿は後者の説に拠った。その理由の第ーは>Mein Eigentumくに後者の区切b

を適用すると、第一・二・三・十三節の落ち着いた穏やかさの原因が、定位置の韻律の区切b

k文の区切bが重左る所UてあるときれいK説明できる ζ と。第二は、文と韻律の区切bが割合

一致している Kurzod巴 K沿いてとの位置で文も切れているものが多〈、前者の説の切れ方

を示すものも一部あるがそれは後者の位置K対して変化を求めるヴァリヱ ションと解される

からである。

古代ロ マに由来する ζの区切タはアスクレピーアデス詩節の場合と異左タ時間的休止を伴

わ左いためにドイツオ デでは不明瞭に在ってしまった。従って ζの区切bを出すか否かは最

終的には個々の詩人の意図Kかかっているといえる。へノレタ・ーリンはとの区切りを意識したと

思われるので、本橋K限って後者の説に拠る ζとにした。

30) 念会アノレカイオス詩節の第三・四行は第二章で図示した様K古代ギリシアでは、×ー)ー×

ー)ー 11)(ー」へJ ー'-"''-"'ー)ー であるが、冠詞や und左どの例でその前のコンマUてよる区

切 bが丁度 11の位置K来ていて コンマ以降の冠詞 (und)十四行目という文のまとま bが 11

以降の古代ギリシアの本来の韻律上のまとま iH(一致するので、あるいはとの構造を意識して

三行自最終音節の前にコンマを置いたのかとも思われる。とうした例は他のオ デにもよ〈み

られる。しかし最終二音節の前Kコンマを打って一一音節前の場合に近い効果を出している例も

他のオーデK多〈みられる。また似た現象は一仁冴子自にもしばしばみられる。三行自は一仁片7

目前半の拡張であるととから、次の例の二行目前半から後半への移行は三行目から四行自への

アンジャンプマンの平行現象であるといえる。

Den Sterbenden， I diel heilge Natur vergisst )(ー)ー 11)( 

(Vanini) ζの太線の切れ目も三行自と同様古代ギリシア・ロー

マの韻律の切れ目であb完全陀三行自に対応している。し;かし、 Doc h h e i 1 i g b i s t 

d u m i r ， w i e d e r E r d e Ma c h t ，のように逆K後K一音節ずらして類似し

た効果をあげている例も多いo各 11後のコンマはギリシアでは韻律と文の切れ目の一致だが、

ローマでは 11x後の新しい行末や韻律の切れ自のために、それらと文の切れ自にー音節のずれ

を生むに至り、この快さをヘルダーリンは多様に応用した。
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来古代ギリシアの合唱の韻律形式で、三つ一組の節がa・;'f. bの韻律形式をと夕、 ζれが数

回繰返されてひとつの合唱歌ができていた。合唱は必ず舞踏を伴左い、舞台を歌いかつ舞い念

がら一方へ回るのが最初の aの節 (Strophe)oそとから歌いかつ舞い念がら丁度逆に元の

場所までもどってゆくのが二番目の aの節 (Antistrophe)であb最初の aと同ーの韻律

によって元の位置までもどる。次K元の場所を移動せずに歌いかつ舞うのがbの節(Epode)。

移動し左いので aの様K二回続かない。 Strophe (詩節)の語源 σTρoψ守はWendung.

das Sich - Umdrehen、 つま b元の場所Uてもどる時K体の向きを変えるととを意味

していた。との構成は合唱詩人でも初期に属するアノレクマーンに既に原形がみられる。その後

ζの構成は発展して、合唱詩人の系譜でも最後の段階に属するピンダロスやパキュリデースに

至ると一応ミ部形式をとっているように見え左がら実は a. a • aの場合があD、舞踏を伴わ

更をい作品と思われるo a • a . bの形はピンダロスオーデの名で英・仏はもとよ bドイツでも

オーピッツが紹介して以来多〈の詩人が試みた。へノレダーリンの>Wie wenn am 

Feiertage ……く もとれに属するoa . b ・c'a'b'c'a・b・cの全九節で、

同じ aでも韻律がか左タ不一致だが、 ζれは舞踏を伴わ左いためK厳密に同じ韻律Uてよ b同じ

ステップを踏んで元の位置にもどる必要が左いからである。他の後期ヒュムネはドイツ語には

無理念との韻律形式を放棄し、また一般に現代の詩は舞踏を伴わ左いのでへノレタ・ーリンのいわ

ゆるトリアーデは内面的・抽象的念形式Uてなるのである。そして ζの僚友抽象的形式はもとも

と古代ギリシア悲劇IJ~内在していたとへノレダーリンは言う。その形式とは、 n a I V 

ideal sch heroisch の三つの性格のいずれかが各節の①外観、@背後K潜む音

調、の各々K存在するというものである。例えば>Mein Eigentum <の最初の三節
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は外観は穏やか左秋の光景で nalVだが、それに入り込め左い傍観者の不安が heroisch
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S. 1 1 0 . ピンタ・ロスオーデについては、 Martin Opitz ibid. S. 91. 
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35) Friedrich Beissner H.o'lderlins Ubersetzungen aus dem 

Griechischen. Metzler， Stuttgart， 1961， S. 108ff. 

36) Strophensprungは Strophenenjambementとも言い、節末で文が切れずに

次節へつ左がってゆ〈現象。

(文学部助手)
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